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Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
な
が
わ
総
研
「
研
究
と
資
料
」
№
１
７
４
―
２
０
１
２
年
10
月
刊
「
読
書
の
扉
」
―
稿
案

　
　

　
　

　
　
　
梁
田
政
方
著
『
三
鷹
事
件
の
真
実
に
迫
る
』
松
本
善
明
著
『
謀
略
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
山
房
雄
（
か
な
が
わ
総
研
元
理
事
長
）

　
Ａ
：
梁
田
政
方
著
『
三
鷹
事
件
の
真
実
に
迫
る
』（
光
陽
出
版
社
２
０
１
２
年
７
月
刊　

四
六
判
３
９
９
頁　

１
７
１
４
円
）

Ｂ
：
松
本
善
明
著
『
謀
略
―
―
再
び
歴
史
の
舞
台
に
登
場
す
る
松
川
事
件
』（
新
日
本
出
版
社
２
０
１
２
年
７
月
刊

　

四
六
判
１
９
０
頁
１
５
０
０
円
）

１
９
４
９
年
夏
の
下
山
事
件
（
下
山
国
鉄
総
裁
死
）
三
鷹
事
件
（
市
民
６
名
死
）
松
川
事
件
（
機
関
車
乗
務
員3

名
死
）
の
真
犯
人
は
、
占
領
米
軍
の
仕
掛
け
た
謀
略
下
に
隠
さ
れ
て
い
る
と
分
析
す
る
著
作
（
典
型
は
松
本
清
張

「
日
本
の
黒
い
霧
」
文
春
連
載
60
年
１
月
～
）
が
現
在
ま
で
相
当
数
発
表
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
事
件
当
時
は
日
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本
共
産
党
及
び
そ
の
指
導
下
の
労
働
組
合
運
動
が
仕
掛
け
た
破
壊
活
動
と
い
う
言
説
が
政
府
と
マ
ス
コ
ミ
に
よ
っ
て

な
さ
れ
、
三
鷹
・
松
川
事
件
で
は
そ
の
線
で
労
働
者
が
逮
捕
起
訴
さ
れ
る
と
い
う
中
で
、
共
産
党
員
＝
破
壊
活
動
分

子
と
す
る
世
論
が
支
配
的
と
な
っ
た
。
そ
う
し
た
脈
絡
で
、こ
れ
ら
の
事
件
が
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ（
こ
の「
研
究
と
資
料
」

１
７
０
号
の
「
読
書
の
扉
」
参
照
）
の
強
力
な
推
力
と
な
っ
て
（
Ａ
著
者
＝
梁
田
が
、
２
０
１
０
年
神
奈
川
レ
パ
反

対
同
盟
総
会
で
、
三
鷹
事
件
は
「
レ
パ
開
始
の
条
件
の
一
つ
に
も
な
っ
た
事
件
」
と
発
言
し
た
ご
と
く
）
今
日
の
日

本
社
会
の
構
造
を
も
規
定
す
る
史
的
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

今
夏
に
そ
の
史
的
要
因
を
改
め
て
取
り
上
げ
、
真
相
究
明
を
進
め
て
、
歴
史
的
岐
路
に
立
つ
今
日
の
日
本
の
民
主

的
改
革
に
資
そ
う
と
す
る
有
意
義
な
著
作
が
２
点
、
公
刊
さ
れ
た
。

Ａ
の
梁
田
は
当
研
究
所
の
客
員
研
究
員
で
も
あ
っ
た
人
で
私
の
知
人
だ
が
、
北
大
イ
ー
ル
ズ
事
件
（
１
９
５
０
年

５
月
）
に
道
学
連
委
員
長
と
し
て
関
わ
り
、
大
学
か
ら
処
分
を
受
け
た
学
生
10
人
の
筆
頭
に
い
た
。
彼
だ
け
が
結

局
復
学
せ
ず
、
生
涯
、
労
動
運
動
・
政
治
運
動
に
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
三
鷹
に
60
年
住
み
、
三
鷹
が
「
第
二

の
ふ
る
さ
と
」
に
な
る
関
係
で
、「
三
鷹
事
件
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
設
立
す
る
三
鷹
・
武
蔵
野
の
会
」
に
関
わ
り
、

２
０
１
１
年
９
月
発
足
の
「
三
鷹
事
件
の
真
相
を
究
明
し
、
語
り
継
ぐ
会
」
で
の
活
動
を
続
け
ら
れ
て
い
る
。

近
年
私
は
別
の
友
人
に
薦
め
ら
れ
て
『
落
合
・
松
村
「
三
鷹
事
件
」
裁
判
関
係
資
料
集　

解
説
』（
不
二
出
版

２
０
１
０
年
刊
）、『
後
藤
昌
二
郎
の
生
涯
第
２
巻　

冤
罪
の
諸
相
』（
日
本
評
論
社
２
０
１
０
年
刊
）
を
読
み
、
ま

た
本
年
５
月
６
日
藤
沢
（
国
賠
同
盟
と
救
援
会
の
主
催
）
で
観
た
映
画
『
弁
護
士
布
施
辰
治
』
に
触
発
さ
れ
同
一
タ

イ
ト
ル
の
大
石
進
の
著
書
（
２
０
１
０
年
西
田
書
店
刊
）
も
読
ん
だ
。
そ
れ
で
、
竹
内
単
独
犯
行
論
へ
の
弁
護
団
と

共
産
党
の
対
応
（
後
藤
本
は
、
正
木
ひ
ろ
し
を
除
く
弁
護
団
全
員
が
竹
内
無
罪
を
主
張
と
書
き
、
松
村
解
説
は
そ
れ

は
タ
テ
マ
エ
と
書
く
）
の
問
題
点
、
竹
内
死
刑
の
高
裁
最
高
裁
判
決
の
乱
暴
さ
、
田
中
耕
太
郎
筆
頭
の
最
高
裁
多
数
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派
の
親
米
反
労
動
者
の
酷
い
思
想
行
状
）
な
ど
に
つ
い
て
一
定
の
心
象
を
形
成
し
て
い
た
。

さ
て
Ａ
は
、
三
鷹
事
件
に
つ
い
て
叙
述
す
る
先
行
著
作
を
踏
ま
え
て
（
巻
末
の
頁
「
主
要
な
参
考
文
献
」
に
は
、

歴
史
家
小
松
良
郎
の
『
新
版
三
鷹
事
件
』
三
一
書
房
１
９
９
８
年
刊
―
な
お
初
版
は
１
９
６
７
年
刊
、
ま
た
新
訂
版

が
同
時
代
社
か
ら
２
０
１
１
年
刊
―
お
よ
び
Ｎ
Ｈ
Ｋ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
片
島
紀
男
の
『
三
鷹
事
件
』
新
風
社
２
０
０
５

年
刊
―
な
お
初
版
は
１
９
９
９
年
日
本
放
送
協
会
出
版
部
刊
―
に
始
ま
る
24
点
が
挙
げ
ら
れ
、う
ち
５
点
が
冒
頭
「
は

じ
め
に
」
で
「
全
面
的
に
頼
っ
て
書
い
た
」
主
要
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
）、
真
実
究
明
の
作
業
を
進
め
る
。
私
の

心
象
に
照
ら
し
て
提
示
さ
れ
て
く
る
特
徴
的
論
点
を
以
下
何
点
か
挙
げ
て
お
こ
う
。

１
）
竹
内
景
助
さ
ん
の
無
実
無
罪
主
張
：
―
―
１
９
４
９
年
８
月
１
日
逮
捕
の
竹
内
が
、
単
独
犯
行
の
供
述
を
始

め
る
の
は
８
月
20
日
で
あ
っ
た
。
以
降
10
月
14
日
に
「
共
同
犯
行
」
供
述
、
11
月
21
日
再
び
「
単
独
犯
行
」
供
述
を

経
て
50
年
２
月
22
日
に
決
然
と
無
実
無
罪
の
供
述
を
行
う
。
本
書
Ａ
は
、
そ
の
展
開
を
片
島
本
に
拠
っ
て
次
の
よ
う

に
紹
介
す
る
。
―
―
「
法
廷
の
全
員
が
固
唾
を
の
む
な
か
、
竹
内
は
供
述
を
開
始
…
…
〈
過
去
に
申
し
て
き
ま
し
た

私
の
単
独
犯
行
説
…
…
共
同
謀
議
な
ら
び
に
共
同
犯
行
、
こ
れ
を
一
切
否
定
す
る
〉
…
…
竹
内
の
突
然
の
無
罪
発
言

に
満
員
の
法
廷
は
驚
き
緊
張
が
走
り
ま
し
た
。
…
…
も
し
被
告
団
を
は
じ
め
、
弁
護
団
、
裁
判
所
の
全
体
が
こ
の
竹

内
の
言
葉
を
真
剣
に
受
け
止
め
、
そ
れ
に
支
え
ら
れ
て
竹
内
が
一
審
判
決
の
最
後
ま
で
無
罪
を
主
張
し
続
け
、
他
の

被
告
と
共
に
闘
っ
て
い
た
な
ら
ば
…
…
」

２
）
竹
内
の
共
産
党
入
党
申
し
込
み
：
―
―
竹
内
は
こ
の
22
日
に
入
党
届
を
書
き
今
野
弁
護
人
に
託
す
る
。
獄
中

記
録
『
憂
囚
録
』
の
表
現
「
二
月
二
十
二
日　

共
産
党
統
制
委
員
会
宛
て
に
入
党
宣
言
文
書
く
。
…
…
入
党
の
気
分

―
空
晴
れ
て
春
風
通
う
心
か
な
」。
こ
の
こ
と
を
片
島
本
は
、
次
の
よ
う
に
叙
述
―
―
「
竹
内
景
助
が
い
ま
党
員
に

な
っ
た
の
だ
。
他
の
一
一
名
の
党
員
被
告
と
と
も
に
三
鷹
事
件
と
い
う
反
共
謀
略
の
攻
撃
に
立
ち
向
か
う
同
じ
戦
線
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に
た
っ
た
…
…
公
判
前
の
九
月
十
日
、
共
産
党
へ
入
党
し
た
妻
政
の
思
い
が
夫
景
助
に
乗
り
移
っ
た
…
…
」

梁
田
は
こ
の
片
島
の
感
想
を｢

最
終
的
に
竹
内
無
罪
を
な
ぜ
裁
判
で
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
へ
の
無
念

さ
で
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
す｣

と
共
感
を
持
っ
て
引
用
し
、
さ
ら
に
「
非
党
員
で
あ
る
今
野
弁
護
人
が
」
当
時
の
厳
格
な
入
党
手

続
き
を
と
っ
た
と
は
「
思
え
ま
せ
ん
。
そ
の
結
果
、
折
角
の
入
党
の
決
意
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
」
と
残
念
な
経
過
を
推
測
し
て
い
る
。

３
）
弁
護
側
の
過
誤
：
―
―
「
竹
内
を
無
罪
に
す
れ
ば
、
他
の
被
告
が
全
員
有
罪
に
な
る
こ
と
は
免
れ
な
い
と
い
う
選
択
を

裁
判
所
・
弁
護
団
に
迫
る
」「
検
察
側
の
狙
い
」
巻
き
返
し
に
乗
じ
ら
れ
る
弱
点
が
、
特
に
今
野
、
正
木
両
弁
護
人
の
対
応
に

現
れ
た
こ
と
、
そ
の
結
果
、
竹
内
は
一
審
最
終
法
廷
で
「
単
独
犯
で
あ
る
か
ら
相
被
告
は
有
罪
と
し
な
い
で
ほ
し
い
」
と
の
供

述
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

４
）
実
行
犯
二
名
の
推
定
：
―
―
「
お
そ
ら
く
ア
メ
リ
カ
の
諜
報
機
関
か
そ
の
指
示
を
受
け
た
日
本
の
機
関
」
に
よ
っ
て
実

行
犯
に
仕
立
て
ら
れ
た
二
名
の
三
鷹
電
車
区
関
連
の
人
物
が
、
小
松
本
と
片
島
本
に
実
名
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
を
、
Ｓ
、
Ｍ

の
匿
名
で
紹
介
。

５
）
一
審
鈴
木
忠
五
裁
判
長
の
心
情
：
―
―
事
件
の
共
同
謀
議
＝
「
高
相
会
議
」
を
「
空
中
楼
閣
」
と
断
じ
た
一
審
判
事
へ

の
上
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
―
最
高
裁
）
か
ら
の
圧
力
の
様
を
鈴
木
の
回
顧
録
『
一
裁
判
官
の
追
想
』
で
紹
介
。
私
下
山
が
か
な
が
わ
総

研
「
研
究
と
資
料
１
５
６
号
」（
２
０
０
９
年
８
月
）「
読
書
の
扉
」
で
「
ス
ゴ
イ
本
」
だ
と
し
て
と
り
あ
げ
た
元
裁
判
官
福
島

重
雄
ら
の
著
書
に
先
行
す
る
本
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

松
本
善
明
の
Ｂ
に
移
ろ
う
。
松
川
事
件
の
弁
護
人
で
あ
り
、１
９
６
７
～
２
０
０
５
年
の
間
に
は
日
本
共
産
党
の
衆
院
議
員
、

そ
の
最
後
の
10
年
を
東
北
選
挙
区
で
活
動
し
た
善
明
さ
ん
の
著
書
だ
。

「
研
究
と
資
料
１
５
８
号
」（
２
０
０
９
年
12
月
）「
読
書
の
扉　

松
川
事
件
60
年
の
軌
跡
」
で
、
私
は
２
０
０
９
年
10
月
の
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松
現
地
で
の
記
念
集
会
に
参
加
し
た
こ
と
、
そ
の
「
集
会
を
通
じ
て
、
事
件
の
犠
牲
者
の
第
一
が
殺
さ
れ
た
３
人
の
国
鉄
労

働
者
、
第
二
が
絞
首
台
行
き
を
含
む
懲
罰
で
脅
か
さ
れ
た
松
川
裁
判
無
実
の
被
告
20
人
、
第
三
が
こ
の
事
件
で
煽
ら
れ
た
反

労
組
宣
伝
に
よ
っ
て
国
労
と
東
芝
労
組
の
解
雇
反
対
闘
争
が
壊
滅
さ
せ
ら
れ
首
切
ら
れ
た
10
万
人
の
労
働
者
で
あ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
」
た
と
書
い
て
い
る
。
私
の
記
憶
で
は
、
こ
の
確
認
は
、
集
会
の
松
本
講
演
の
基
調
を
な
ぞ
っ
た
も
の
だ
。
全
員

無
罪
判
決
獲
得
で
晴
れ
る
こ
と
が
無
く
、
か
え
っ
て
う
っ
屈
を
強
め
も
し
た
事
件
殉
職
者
家
族
の
思
い
を
善
明
さ
ん
が
受
け

止
め
た
こ
と
が
本
書
執
筆
の
最
初
の
動
機
で
あ
る
（
は
し
が
き
）。

し
か
し
「
途
中
で
、
三
鷹
事
件
の
竹
内
さ
ん
の
事
件
も
取
り
残
さ
れ
た
問
題
だ
と
気
づ
き
、
追
加
」
さ
ら
に
「
戦
後
の
謀

略
事
件
す
べ
て
を
洗
う
必
要
を
感
ず
る
よ
う
に
な
り
」（
あ
と
が
き
）、
菅
生
事
件
か
ら
メ
ー
デ
ー
事
件
に
至
る
11
の
事
件
に

言
及
す
る
「
第
七
章　

無
罪
確
定
事
件
の
恐
ろ
し
い
謀
略
性
」
を
経
て
、
最
終
の
「
第
八
章　

結
論
―
―
謀
略
部
隊
の
存
在

―
―
Ｃ
Ｉ
Ａ
文
書
が
物
語
る
真
実
」
に
至
る
壮
大
な
視
野
で
書
か
れ
た
本
で
あ
る
。

内
容
に
こ
れ
以
上
触
れ
る
紙
幅
は
も
う
無
い
。
最
終
八
章
で
引
か
れ
て
い
る
１
９
７
１
年
７
月
５
日
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ

ム
ズ
掲
載
の
歴
史
的
ス
ク
ー
プ
「
ペ
ン
タ
ゴ
ン
・
ペ
ー
パ
ー
ズ
」
に
併
せ
て
暴
露
さ
れ
た
（
Ｃ
Ｉ
Ａ
幹
部　

米
空
軍
大
佐
）「
ラ

ン
ズ
デ
ー
ル
報
告
」
が
１
９
４
６
～
１
９
５
４
年
の
第
一
次
イ
ン
ド
シ
ナ
戦
争
の
最
後
の
日
々
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
こ
と

の
孫
引
き
引
用
で
本
稿
を
閉
じ
た
い
。

「
鉄
道
破
壊
活
動
に
は
日
本
駐
在
特
別
技
術
チ
ー
ム
が
赫
々
た
る
成
果
を
挙
げ
た
」「
一
〇
月
九
日
に
…
…
北
部
の
サ
イ
ゴ

ン
軍
事
派
遣
団
チ
ー
ム
は
、
最
後
の
フ
ラ
ン
ス
軍
部
隊
と
と
も
に
ハ
ノ
イ
を
離
れ
た
…
…
勝
利
し
た
ベ
ト
ミ
ン
軍
部
隊
の
テ

ニ
ス
・
シ
ュ
ー
ズ
で
の
静
か
な
行
進
と
対
比
し
て
、
共
産
側
の
作
戦
の
前
に
西
側
の
戦
術
と
装
備
を
敗
退
さ
せ
て
し
ま
っ
た

重
装
備
の
フ
ラ
ン
ス
軍
の
金
属
音
を
響
か
せ
る
行
進
に
は
、
当
惑
さ
せ
ら
れ
た
。」　　
（
２
０
１
２
年
８
月
14
日
）

　
　
　
　
　
　

◇現代労働組合研究会のＨＰへ（ＴＯＰ）
http://e-kyodo.sakura.ne.jp/roudou/111210roudou-index.htm


